











The Sea and England in the 16th-17th Centuries
Takako NIWA
2008年 8月 27日、久しぶりにイギリスを訪れた。長年の夢がかないドーヴァー海峡をブローニュから初めて船で渡った
























History of the English People Vol.1）。カエサル以後イングランドは 5世紀半ばまでローマ帝国の支配下に。その後大陸から渡
来したゲルマン民族の大移動を経て、8世紀末北方ヴァイキングは北のノーサンバーランド州リンデスファーンから上陸襲
















































































































6) W. B. Whall, Shakespeare’s Sea Terms Explained, London, 1910, pp.5-6. あるいはシェイクスピアに海事関連の用語や表現が多いこ
















1589年に出版されたリチャード・ハクルートの The Principal Navigation, Voyages, Traffics, and Discoveries of the English Nation,


























7) ハクルートの遺志を継いで 1846年に設立された The Hakluyt Society は、創設以来、主として 16-17世紀の「航海と探検と歴
史」に関する世界中の第一次史料を英語で刊行している。その「ハクルート叢書」の First seriesは 1899年までに 100巻を刊
行。Second seriesは 2000年までに 190巻、そして現在 Third seriesと Extra seriesが続刊中。他に類のない第一級学術海洋史叢
書である。 







ちなみに「海賊」の語彙も豊富である。一般には pirate だが、バイロンの『海賊』では corsair、『宝島』では sea dog や









9) J. トムソンの詩「ルール・ブリタニア Rule, Britannia」に T. アーンが曲をつけた。1740 年の初演以来現在まで、イギリスで
最も親しまれている愛国歌。「この世の初め、神の命により、海から生まれたイギリス。女神ブリタニアよ、大海原を支配せ
よ、われらは断じて、断じて、断じて、奴隷となることはない」と歌う。ブリタニアはイギリスを擬人化した女神。ギリシ
ア神話の智恵と軍事の女神アテネの兜を被り、ユニオンジャックを描いた盾と、海神ポセイドンの象徴である三つ叉の矛を
もつ姿で表象される。英国で毎夏開催されるクラシック音楽の大祭典 PROMS（120年以上の伝統をもつ）の最終日に、国歌
の前に、「イギリスの海の歌の幻想曲」とともに大合唱される定番でもある。

